
学校番号 T0104 
令和 3年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の科学 
単位
数 

2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 新・情報の科学 （日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 「情報とは何か」というテーマを元に、様々なメディアを用いた体験的な学習を通して、五感を使

いながら「情報」について理解を深めましょう。 

 コンピュータやネットワークを活用した「協働」作業を行うことができる技術を身につけ、知識基

盤社会を生き抜くための力を養いましょう。 

 コンピュータの仕組みや特徴を理解し、ディジタル機器を適切に扱い管理できる力をつけましょ

う。 

 
２ 学習の到達目標 

 身の回りの「情報」に気づくことができ、適切に扱うことができる。 

 「情報」を適切に扱うにあたり必要な知識・技術を習得する。 

 コンピュータやネットワークを活用した、「情報」の収集・処理、適切なコミュニケーションが行

えるようになる。 

 
３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観
点 

a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の特徴と情報化
が社会に果たす役割
や及ぼす影響に関心
をもち、身のまわり
の問題を解決するた
めに、情報機器や情
報通信ネットワーク
を活用し、情報社会
に積極的に参画しよ
うとする。 

情報や情報社会にお
ける身の回りの問題
を解決するために、
情報の特徴と情報化
が社会に果たす役割
と及ぼす影響につい
て、思考を深め、適切
に判断し表現してい
る。 

情報機器や情報通信
ネットワークなどを
適切に活用して情報
を収集、処理、表現す
るための技能を身に
つけ、効果的にコミ
ュニケーションを行
っている。 

情報機器や情報通
信ネットワークな
どを適切に活用し
て情報を収集、処
理、表現するための
知識を身に付け、情
報の特徴と情報化
が社会に果たす役
割と及ぼす影響を
理解している。 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 
・プリントやワーク
シートの記述 

・実習作品 
・発表 
・相互評価、自己評価 

・学習状況の観察 
・プリントやワーク
シートの記述 

・実習作品 
・発表 
・相互評価、自己評価 

・学習状況の観察 
・実習作品 
・課題作品 
・発表 
・実技テストの結果 

・学習状況の観察 
・プリントやワーク
シートの記述 

・実習作品 
・発表 
・筆記テストの結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



４ 学習の活動 

学
期 

単元名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前
期 

私たちを取り巻く情報 

➊情報とメディア 

➋信頼できる情報と信頼

できない情報 

➌情報の見極め 

・メディアの種類と特徴

を理解する。 

・情報の信頼性について

評価する。 

・メディアリテラシーに

ついて理解する。 

 

○ 

 

○ 

b:メディアからの情報を客観的

に評価している。 

d:メディアの種類と特徴を理解

している。 

・授業観察 

・プリント 

・小テスト 

・発表 

アナログからディジタル

へ 

➊情報のディジタル表現 

➋ディジタルデータの特

徴 

・10 進法と 2 進法、16

進法について学ぶ。 

・ディジタル表現の種

類とその利点・問題点

について学ぶ。 

・写真や画像の編集を

行う。 

  

○ ○ 

c:写真や画像の編集を行うこ

とができる。 

d:2 進法や 16 進法の考え方を

理解し、10 進法と変換する

ことができる。 

d:アナログとディジタルのそ

れぞれの特徴を理解してい

る。 

・授業観察 

・プリント 

・小テスト 

・発表 

情報の表現と伝達 

➊情報の表現と伝達の仕

組み 

➋伝達や発表のための手

段 

・コンピュータによる

情報伝達の特徴と注

意点について学ぶ。 

・適切なメディアの選

択について学ぶ。 

・情報を整理して、図形

などを用いて表現す

る。 

 

○ 

 

○ 

b:目的に応じて、適切なメディ

アを選択することができる。 

b,d:情報を整理し、分かりやす

い図解表現ができる。 

d:コンピュータによる情報伝

達の特徴と注意点について

理解している。 

・授業観察 

・プリント 

・小テスト 

・発表 

➌効果的なプレゼンテー

ション 

・プレゼンテーション

の重要性について学

ぶ。 

・ソフトウェアを活用

してプレゼンテーシ

ョンを行う。 

・相互評価を行う。 

○ ○ ○ ○ 

a,b:内容が分かりやすくなる

ように、展開を工夫してい

る。 

b,c:分かりやすく伝えるため

の効果的な方法を選択して

いる。 

d:相互評価を通して、スライド

や発表を振り返ることがで

きる。 

・授業観察 

・課題制作 

・小テスト 

・発表 

・自己評価 

・相互評価 

後
期 

１ インターネットの利

用 

➊インターネットの仕組

み 

➋ＷＷＷと電子メール 

➌情報の検索 

・インターネットや電

子メールの仕組みを

学ぶ。 

・効率よく情報を検索

する方法について学

ぶ。 

  

○ ○ 

c:AND、OR、NOT を使って効

率よく検索ができる。 

d:インターネットや電子メー

ルの仕組みを理解している。 

 

・授業観察 

・プリント 

・小テスト 

・発表 

２ ネットワークとコミ

ュニケーション 

➊メディアの発達 

➋多様な情報発信 

➌ネットコミュニケーシ

ョンの特徴 

・メディアの変遷につ

いて学ぶ。 

・インターネット上の

メディアについて学

ぶ。 

・インターネット上の

メディアを利用する

コミュニケーション

の特徴と注意点につ

いて学ぶ。 

 

○ ○ ○ 

b:誤解を受けないような表現

をしている。 

b:効果的なマークを考えてい

る。 

c:画像の編集を行うことがで

きる。 

d:メディアの種類と特徴につ

いて理解している。 

d:インターネット上のさまざ

まなコミュニケーションの

特性を理解している。 

・授業観察 

・プリント 

・小テスト 

・発表 



情報化の影響と課題 

➊誰でも表現者・発信 

者の時代 

➋情報社会の影 

➌情報セキュリティ 

➍情報モラル 

２ 法律と個人の責任 

➊情報社会と著作権 

➋個人情報の保護 

・情報犯罪や迷惑行為

と安全対策について

学ぶ。 

・情報社会における望

ましい態度について

学ぶ。 

・著作権と著作権法に

ついて学ぶ。 

・プライバシーと個人

情報漏洩の対策につ

いて学ぶ。 

○ 

  

○ 

a,d:情報モラルを身につけて

いる。 

a,d:個人情報の正しい取り扱

いを身につけている。 

d:情報犯罪の種類や安全対策

を理解している。 

d:著作権や著作権法を理解し

ている。 

・授業観察 

・プリント 

・小テスト 

・発表 

社会における情報システ

ム 

➊情報システムの種類 

➋情報システムの発展と

進歩 

➌情報化と社会の変化 

２ 情報システムと人間 

➊情報システムの信頼性 

➋誰もが参加できる情報

社会 

・情報システムの種類

と特徴について学ぶ。 

・情報システムが利用

されている事例につ

いて学ぶ。 

・情報技術による社会

変革について学ぶ。 

・情報システムの問題

点とその対策につい

て学ぶ。 

・情報社会の問題点と

ユニバーサルデザイ

ンについて学ぶ。 

   

○ 

d:情報システムの種類と特徴

について理解している。 

d:情報システムの問題点とそ

の対策について理解してい

る。 

・授業観察 

・プリント 

・小テスト 

・発表 

情報社会と問題解決 

➊解決のステップ 

➋実際に解決してみよう 

・問題解決の手順と情

報機器の活用例につ

いて学ぶ。 

・ブレーンストーミン

グや KJ 法を利用し

て、問題解決の演習に

取り組む。 

○ ○ 

 

○ 

a,b:情報社会の問題点に関心

を持ち、解決策を提案するこ

とができる。 

b:意見を共有し、構造化するこ

とで、問題解決につなげるこ

とができる。 

d:問題解決の手順について理

解している。 

 

・授業観察 

・プリント 

・小テスト 

・発表 

 

 ※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 
c:技能         d:知識・理解 

 
 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 
  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）を示している。 
 


